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研究成果の概要（和文）：WISH装具は、変形性股関節症患者の股関節機能、機能的可動性、歩行バイオメカニク
スを有意に改善する。今回、股関節および膝関節周囲の筋力に対するWISH装具の経時的効果を評価した。筋力は
ハンドヘルドダイナモメータを用いて調べた。
　装具療法開始時点で、股関節屈曲筋力、股関節外転筋力、膝関節伸展筋力は、患肢の方が非患肢よりも低下し
ていたが、股関節内転筋力は患肢、非患肢ともに同程度に低下していた。短期縦断研究では、WISH装具を装着せ
ずに測定を行った場合、股関節内転と膝伸展のみ、脚と時間の間に有意な交互作用が認められた。股関節外転筋
力は、WISH装具により非患肢と同程度に改善した。

研究成果の概要（英文）： WISH brace has been demonstrated to significantly improve hip function, 
functional mobility and gait biomechanics in patients with hip osteoarthritis. The effects of the 
WISH brace on muscle strength around the hip and knee joints over time was assessed. The muscle 
strength was examined using a handheld dynamometer. 
 The muscle strength of hip flexion, abduction and knee extension was lower in the affected limb 
than in the unaffected limb, whereas hip adduction muscle strength was reduced to the same extent in
 both affected and unaffected limbs. The short-term longitudinal study revealed that only hip 
adduction and knee extension were found to show significant interaction between legs and time when 
measurement was performed without WISH brace equipment. Furthermore, the inherent hip abduction 
muscle strength was improved by the WISH brace to the same degree as the unaffected limb.

研究分野： リハビリテーション科学

キーワード： 変形性股関節症　股関節装具　WISH装具　ハンドヘルドダイナモメーター　筋力
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
WISH装具による装具療法により、股関節外転筋力は、患肢の筋力が3ヶ月目と6ヶ月目に有意な増加を認め、患肢
と非患肢の間の筋力差が軽減した。また、股関節外転筋力は、非患肢とは独立して改善する可能性を示唆してい
る。したがって、この外転筋力の改善は、股関節機能、バイオメカニクス、機能的可動性、姿勢制御の改善につ
ながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
変形性股関節症 (股関節 OA) は、特に高齢者において世界的によくみられる疾患である 1）。

経時的な X 線像の悪化は一般的であるが、その速度は個人差がある 1)。股関節 OA に伴う疼痛は
通常、機能を制限するため、股関節 OA の治療には、疼痛の緩和と股関節機能の維持という 2 つ
の大きな目的がある 2）。 
われわれは股関節装具である WISH 型 S 字股関節装具 (WISH 装具) を開発した。WISH 装具

の着用は、片側 3)および両側 4)の股関節 OA 患者の股関節機能の改善と歩行時の疼痛を装具装着
後 1 か月で軽減した 3)。また、Timed Up & Go Test (TUG Test) において、測定時間は、WISH 装
具を装着している時が WISH 装具を装着していない時よりも有意に短かった。それは WISH 装
具が方向転換での股関節外旋や外転時、外旋と外転時に作用し股関節機能の改善に寄与するた
めであると考えられた 5)。歩行分析では、WISH 装具を装着することで、立脚初期の最初のピー
クの垂直反力が強くなり、後方反力と前方反力のベクトルが早く切り替わり、力強い立脚支持が
得られることが明らかになった 6)。一方、WISH 装具による股関節機能の改善には、日常的な歩
行練習が関連していると考えられた 3)。しかし WISH 装具の使用による股関節周囲筋に与える影
響とそのメカニズムは不明である。 
股関節OA患者では、股関節外転筋力の低下が活動性を低下させ、活動範囲を狭小化させる 7)。

股関節 OA 患者の筋力については、以下の通りに報告されている。等尺性股関節外転筋力 8,9)、
内転筋力 8)、屈曲筋力 8)、内旋筋力 9)は、対象群と比較し低下していた。しかし、等尺性伸展筋
力と等速性伸展筋力は群間で差がなかった 8)。股関節外旋筋力では群間で有意差はなかった 9)。
一方、股関節 OA 患者の OA 肢と健常肢を比較すると、OA 肢では健常肢に比べて等尺性股関節
伸展 8,10)、屈曲 8,10)、内転 10)、外転 10)、膝伸展 10)筋力が低下していた。さらに、OA 患者では患
肢と非患肢で内転、外転の筋力値に差はなかった 8)。 
股関節周囲の筋力は活動性や活動範囲、股関節機能に直接的に影響を与えている。以上から、

WISH 装具が股関節周囲筋に対して及ぼす影響を明らかにする必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、股関節 OA 患者を対象に、ハンドヘルドダイナモメーター (HHD) を用いて、

WISH 装具が股関節周囲の筋力に及ぼす影響を検討した。HHD は、股関節の筋機能評価に使用
されるポータブルな測定装置である 11)。股関節 OA 患者における HHD 測定では、高い級内相関
係数 (ICC) が得られている 12)。今回、WISH 装具装着が筋力に与える影響について、患肢と非
患肢の筋力の比較と WISH 装具装着者の経時的な筋力の変化について検討した。 
 
３．研究の方法 
研究の対象と方法 

36 歳から 65 歳の女性 10 名を対象とし、6 ヵ月間の短期縦断研究を行った。股関節機能評価
である Harris Hip Score (HHS)と股関節屈曲、外転、内転、膝関節伸展筋力を HHD により測定し、
患肢と非患肢、装具装着時と 非装着時について、装具装着時点 (0 か月)、装具装着後 1 か月、
3 か月、6 か月と定期的に測定した。 
 
分析方法 

HHS を比較するために、反復測定分散分析 (ANOVA) を用い、その後、ボンフェローニの多
重比較検定を行った。筋力は、Shapiro-Wilk 検定を行った後、患肢と非患肢について 2 群の差の
検定を行った。 
グループ内独立変数は、4 つの条件（筋力：股関節屈曲、股関節内転、股関節外転、膝関節伸

展）、と 2 つの条件（測定脚：患肢と非患肢）であった。筋力を縦断的に評価するため、反復測
定による二元配置分散分析を行った。脚×時間の交互作用が有意でなかった場合は、反復測定に
よる一元配置分散分析を用いて下肢（患肢と非患肢）の特性を分析した。Dunnet の post hoc 分析
を用いて、各群の筋力を 0 か月と比較した 13)。統計学的有意水準は P＜0.05 とした。 
 
 
倫理的配慮 
本研究は、群馬大学医学部附属病院臨床研究審査委員会（承認第 515 号）の承認を得て実施

し、各参加者から研究に対する書面によるインフォームド・コンセントを得て実施した。 
 
４．研究成果 
WISH 型股関節装具装着後の HHS の改善 

0 か月で HHS 70 点未満と不十分な股関節機能の股関節は 8 関節であった。しかし、すべての
患者が装具装着後 1 ヵ月で 70 点以上に改善した。0 ヵ月と比較して、装具装着後 1 ヵ月、3 ヵ
月、6 ヵ月に HHS の有意な改善を認めた。しかし、1 名の患者は 6 ヶ月後に再び HHS 70 点未満



と不十分な股関節機能となった。その原因は、長距離歩行時の杖の使用であった。疼痛は 1 ヵ月
後に改善し、その改善は 6 ヵ月後も維持されていた。 
 
患肢と非患肢の筋力比較 

0 か月で、股関節屈曲、股関節外転、膝関節伸展筋力は、患肢が非患肢よりも低下していた。
しかし、股関節内転筋力は患肢と非患肢が同程度に低下していた。 (図 1、図 2)  
差の検定において、股関節屈曲と膝関節伸展の筋力は、WISH 装具装着時 (図 1)と非装着時 (図
2)のいずれにおいても、患肢の方が非患肢より低かった。装具非装着時の股関節外転筋力は、0
ヶ月では非患肢よりも患肢の方が有意に低かったが、3 ヶ月目には有意な筋力差は消失した（図
2）。股関節内転筋力は、WISH 装具の着用の有無にかかわらず、どの評価時点でも有意差は認め
られなかった（図 1）。 

6 か月の経過において、WISH 装具を装着せずに測定を行った場合、股関節内転と膝関節伸展
筋力は経過月によって、測定脚 (患肢か非患肢) により筋力に対する効果が異なると考えられた。
また、患肢の股関節外転筋力は WISH 装具による保存療法により非患肢と同程度に改善すると
考えられた。 
各脚の特徴 (患肢と非患肢) を、反復測定による一元配置分散分析を用いて分析した。股関節

外転筋力 (P=0.035) および膝関節伸展筋力 (P=0.029) では、WISH 装具を装着せずに測定を行っ
た場合、筋力に有意な変化がみられた。Dunnett の post hoc 分析により、股関節外転筋力では 3
ヵ月目と 6 ヵ月目に、膝関節伸展筋力では 3 ヵ月目に筋力の有意な改善 (P<0.05) が認められた 
(図 2C) 。 
股関節屈曲筋力は、WISH 装具の有無にかかわらず、すべての時点において、患肢が非患肢よ

りも有意に低かった。さらに、WISH 装具の装着の有無にかかわらず、脚と時間の有意な交互作
用はみられなかった。したがって、股関節屈曲筋力は患肢が非患肢より低く、WISH 装具の影響
を受けない可能性があると考えられた。 
股関節内転筋力は患肢でも非患肢でも同程度に低下している可能性があり、低下した筋力は

WISH 装具によってほとんど改善されない可能性があると考えられた。 
WISH 装具は非患肢との交互作用を介して患肢の膝関節伸展筋力を一時的に改善する。 
股関節外転筋力は、WISH 装具を装着せずに評価した場合、0 か月では患肢が非患肢よりも有

意に低下していたが、装具装着後 3 か月で患肢と非患肢の間の有意差は消失し、装具が筋力に直
接作用していることが確認された。股関節外転筋力は有意に低下しており、少なくとも X 線学
的グレードがⅠまたはⅡで HHS が約 60 点の患者では、非患肢よりも患肢でその低下が有意に顕
著であることが示唆された。 
注目すべきは、WISH 装具非装着時の股関節外転筋力において、患肢の筋力が装具装着後 3 ヶ

月と 6 ヶ月に有意な増加を認めたことである。そして患肢と非患肢の間の有意差は 3 ヵ月後の
評価で消失し、左右差が軽減したことを示す。一方、股関節外転筋力は患肢と非患肢の間で交互
作用を示さなかったことも注目すべき点である。これらの結果は、WISH 装具が股関節 OA の股
関節外転筋力は、非患肢とは独立して改善する可能性を示唆している。したがって、この外転筋
力の改善は、主に股関節機能 3)、バイオメカニクス 6)、機能的可動性 8)、姿勢制御 12)の改善につ
ながると考えられる。 
 

 
図 1：評価時に股関節装具を装着した際の患肢（黒丸）と非患肢（白丸）の股関節屈曲、股関節



内転、股関節外転、膝関節伸展筋力の時間経過。P＜0.05． 
バーは標準偏差を示す。*は、t 検定による患肢と非患肢の筋力の有意差を示す。アスタリスクは
P 値が 0.05 未満で有意差があることを示す。 

 

図 2：評価時に股関節装具を装着しない際の患肢（黒丸）と非患肢（白丸）の股関節屈曲、股関
節内転、股関節外転、膝関節伸展筋力の時間経過。P＜0.05． 
バーは標準偏差を示す。アスタリスクは、paired t-test（*）または Wilcoxon signed-rank 検定
（**）により、患肢と非患肢の筋力間に有意差があることを示す。アスタリスクは P 値が 0.05
未満の有意差を示す。（†）は、二元配置反復測定分散分析による有意差を示す。（‡）は、Dunnett
の post hoc 分析による 0 ヵ月の筋力との有意差を示す。 
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